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本報告は報告者が行う中国フード・レジーム論の構築に関連する研究の成果の一つ

である。1950-70年代中国の国内食糧需給構造は「南糧北調」（南方で生産した穀物

等を北方へ調達する構造）であるという主張は長い間、学者と食糧産業の関係者に

よって唱えられてきた。それに対し、本報告は、一人あたり食糧生産量と食糧調達量

に関する省レベルのデータを検討し、「南」対「北」の分析枠組は不精確であり、「南糧

北調」の通説が成立しないことを明らかにする。
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